S22 1 H REGESETH
I. H B SM2FE1H16H (K) 1480045 ~16H26%
I. % T Fieetr¥— —EEEfaSEE101~103 (1/)

. WA AR, AR, K&, Sl IEE, MH, BAR, BE, 8a, Tk,
#IEL G, B
R B UL AR, L DR PR ORARD @R Al AR &R A

17N - iy
(RIEE Pk, &, ERSGZEH)

IV. HiEFEFERIZ OV T
JREDE B AR INT,

V. FEmEm
1. HIEHEOZTE|Z OV T
FRELE S, FHFEOEFEEHT (O ARGt 1L 8 OFETE,
QEF R AT EFE PF1 FE) OESAHOLT, OFEFHEFFROIL
REBDOER) 12O T, BEHZESZFIANRH V| FHEOME., KB I,

VI. EHE (OFHAEE, OFNER)
1. Sf2FEETHE () 2o\ T
NHERE NG, DR 2FETE (B) 12250\, BRHIESEHENRH T,

2. ENLRFUWESE] 1220 T
OCFEENS | TESLRFPWET 8 2o\ T, BRHZESXHENH T,
ERERIILLTO LB,

© BEHZHOWT, 1 X—VICKIKA4TEETORHEH L TWED, FATE -T2 HRAICE
ERZLEVNODEHLT, FLTREN TS T LERNH L L W RERICT D, &
WCETEERTENREAZ IR0, ZUEZFnThnERS,

© HEHMEEICWD & BRI EWANWARBEIRNDH > T, LIRS, £D
FEFSCDIEFIZHE L VWO TEN Y LEEFEZB O TR T 5 EIEFIZL S DD,
N, BRENSHALIEZL Y BANREENZLE ) TTHENDHEE-> TS,
ABIIFEORBHEEZBHEE LT, AYICTIES LWEEIE LB -7, 725< b0y
LTV, 7272 O LT AR—UEELE S OEMAR O BoRfEL E — T, A Ry
EHEDLIRNE WS HIRZZ T2, 1 DX 1 OMCEZALBE WL LN T &
TN B TREZREDL LN &, IKHEE 2KEIZ, 1 X—VOEHRESL
HODLES L2 LWV o Tidew, £, #lziX, EoX—T T, RS
07T 5 224, HAME—DEEBEL AT LEDLD, TERENZNLETAYIZD
BHEINTEEZERDOT, bobWALEZL IV OTIERWMNER ST, WET
WCHAREHFORFZNRL S TWVRNH, TERPTIT-ER0-oTETWD, £ 09

1



ZEFbobtENEERLINWERS, BERET R ST ARRPIAEDOZ ETHD
EIXONERNDO TRV, TN D, BFERIZOW T, FMEEEHIE &V D
DIFFEFIZ LW EE o7, MBFRIIRIEmOBE 21T\, P EH 77 A HF
AR 2 E A EAED AN LWV TidgunnE E o,

© ZFHEAFIZOWT, HF, &kt AEAN LB S 505, BRI ED X5 I2#ED
LHMENDON—FRERMEIZEESOT, 22 H2@AINTTRLNE/- S,

© 2 N—=VHIZEMBMRERFELEENTHIN, ZOHEBLERELVIDITE D
KBS TWDEDOMNER ST, MEL VI DIIRERFL ), BRI RFZELEN, 9
W BEBRTHE STV EEME L2, A AN BERED O TR0
BTz, N EERIES T2 & SN DEEMEBE T, BREOREE WY T,
RIRICRBEOR EEFEE, BERITBEIZEY, BRI Z2FEED O TIE R, v
ANAREDMMEBRISEZRE L THLWEDEZEY BFiIFTun, ARIZZEH50H
BN ATV, BET. . B, RO 32D LUNH - T, B CHEEREAIESC
WHARAE R EE L ENTH DI, TR EIICNANARINEEL Z & &iE
CTHLWI EEEo T EWORFBEER Y, 222 —FBIZZOERHIHT
EAUNRT IRBHDHERD,

© HbLHEIALFRLLIRBEALZFF>TWD, HBATEAIL, 1X—TYH, 23—
VH., FHI2XR=VHTHEYLLZEVW D E b o & TR DR LTHRIZT S &
IZELTHD, 2. ODURBRNEEREME LT, TEREPBZXAIIR>TWNDH I E
EXZTWSEWIRORTIAS NITHLT T IS bnd, L2, @
DHBZHOWTIE, BELZZIES> RNV E/- S, BEE LTI, &RICF > TV X
DIREETZEE D,

© HED=—X RO KNV T, TUVXNMELRENRE T —~THD,
2. QOHEHEBERESEICHEHOD D2IGEHFT 2 — AT 0/ 7 IV JHE
— A, BUBHE Y WLy FEBIIEFICRA U FERENTHDLEEY, 2. @DF
AFEE SDGs B RAEMEZHZETVDH EE S, FERFL LT, 7 U/ Ea L RERME
ZH oML ua—X7 v 7T L LD TIERWNERS,

. REBREEERFAN T 1 7T ADOREIZHONT

PEEE L OVNRRIFEE DO REFR A EBRFANL T v 7T AOBREIZ DN T,
EEHI DT WERH T2,

ERBERIIUTOLEEY,

© ZOMETEHNIZE RS, FI MR TEIMIEFT 2 E> TH L2 HERn
T B ot, FMTEEANE X T T, BB ORI OV TRERIC L
MBI o T, ZORETTIES LWEE) DIk, FAERANTT LY
LTHLOEEEEY, —2ORTEMET o2 LR TEHLVI 2L THD, A
AKORFFRHABEOT TH LWL L7 bDIZEE S,

© TERFERLTIIOF LWKRFRIZEEE S TRERM L, ZZ2ETLTED

KRNI DD 2I0E, BREEMBESCAH S M A ERRICHR T 5B RE.

HZABRTHENI L THD, ZOHFITHARTHELEOWZEE . HEEN
2



BoLDEEI N, WIMNTEATEMETEN L LB, FABIPIREZRE L
TMBICHIERE AN TD EWV D 2 & TH DN, MNOH I8 T W flis <ot
T o, EEEEICT 7 EATED, HAIWVITWNANAREEOFTHFEZ LA
NORER AT L WVWo 722 & B A[REZ2 DD,

O ENGINEZuZI7A5H0, WAEFIIRFRETOMAL D, EEFLS
075 ARDT, BRI LT 7B ATE, AV Z2—0 vy PRHIIELH 5,
T TIZFEHFAEPI T TNDDOT, TNEILIZHEE LT, T—~IZAbETT
G AN AR SN

O ZEEREERBOP T, f X =0y TRRT T 4 T 2N TITH &9 3
Hd D, PRBEEZEER HOMEIRE - E L SCOIER T . KRFEEAITMF R N
DNZ72 B &S,

. Rk 3 O HEEI AR D EH O FEREITE T 2 R R oW T
HAREENDS, Rk 3 0 FFEITIR DB O FREICEET 2 FHER iz >\WT, &R
IZEDSETWENRDH -T2,

. A RNTTAEE R AR B E ORI OV T
BIERE/)N D SRCEER e B E ORI oW T, ERHI S XA
N o7,

. N 2 AR B A SE D SRR DN T
BAEEMN S, S 2 FEEREM R BB EFE OISR AW T, BN kS X
HwENH T,
. B 3FEETERFAFEEREFIEOEEIZONT
INERIFENS, B SEETERFAFERKGTEOLEELIZONT, BEHIE
DERENDH T,

. BB IREE DR ER I DU T
AR ZEDNS . MBREEORERIIZHONT, BEHIES X HWENH -7,

DN =



	中谷理事から、中期計画の変更箇所（①小中台東宿舎他の土地及び建物の譲渡、②医学系総合研究棟整備等事業（PFI事業）の債務負担の変更、③医学部医学科の収容定員の変更）について、資料に基づき説明があり、審議の結果、承認された。
	松浦理事から、令和２年度予算（案）について、資料に基づき報告があった。
	主な意見は以下のとおり。
	◎　資料について、１ページに大体４項目ずつ記載しているが、私だったら最初に全員留学というのを出して、そして学位プログラム等があるという構成にする。最後にまた全員留学が出ることになるが、それはそれでよいと思う。
	◎　博物館にいると、特別展などいろいろな展示があって、必ず解説文がつく。その解説文が非常に難しいのだが、担当した学芸員の方が説明すると非常によくわかる。だから、あなたが今説明したような内容を書いたらどうですかといつも言っている。今日は学長のお話をお聞きして、本当にすばらしい構想だと思った。すごくわかりやすい。ただ、この要約したページは私どもの博物館の展示解説と一緒で、ストンと落ちないという印象を受けた。１つは１枚の紙に書き込み過ぎているということ、それからカタカナが多過ぎるということ。１枚目と２枚...
	◎　教員人事について、若手、女性、外国人と記載があるが、具体的にどのように進めるかというのが一番大きな問題だと思うので、そこを強調された方がよいと思う。
	◎　２ページ目に全統合型総合大学と書いてあるが、この統合と総合というのはどう区別されているのかと思った。総合というのは総合大学とか、単科大学とか、そういう意味で使っていると理解したが、総合と統合はかなり意味が違うのではないかと思った。空海が平安京に作ったとされる綜芸種智院では、綜芸の綜という字は、糸偏に宗教の宗と書き、意味は総合に近い。単に何かを寄せ集めたのではなく、いろいろなものが化学反応を起こして新しいものを作り上げていく。本来はそういう意味が入っている。資料で、青、白、赤の３つの山があって、...
	◎　私も皆さんと同じような感想を持っている。あえて言えば、１ページ目、２ページ目、特に２ページ目で目立ちたいものをもっと文字を少なくして明確にするということである。２．①以降が環境整備として、千葉大学がお考えになっていることを支えていくというようなデザインにするとすごくよくわかる。そのことと２．⑦の規模については、離したほうがよいと思う。資料としては、最後に持っていくような話だと思う。
	◎　社会のニーズ、世界のトレンドでは、デジタル社会と環境が大きなテーマである。２．⑦の教員養成機能高度化に記載のある英語教育コースやプログラミング教育コース、現職教員リカレント教育は非常にポイントを突いていると思う。２．⑧の学生指導SDGsも大変的を得ていると思う。千葉大学として、デジタル革命と環境問題をもう少しクローズアップするとよいのではないかと思う。
	中谷理事及び小澤副学部長から、大学院総合国際学位プログラムの設置について、資料に基づき報告があった。
	主な意見は以下のとおり。
	◎　この制度は画期的だと思う。例えば他大学では研究所を作っても学位を出せないことがあった。学位は学部が押さえていて、学生は学部の先生について大学院に上がることになっていた。この制度ですばらしいと思うのは、学生が自分でアレンジして新しい教員を選び、一つの分野を開拓することができるということである。日本の大学院教育の中で新しい方向性を出したものだと思う。
	◎　千葉大学ならではの新しい大学院だと思って大変感激した。ここを修了してどのような人材になるのかといえば、環境問題や社会問題を実際に解決できる実務家、専門家を育成するということである。この分野は日本でも多数の研究者、指導者がおられると思うが、海外に進んだ研究実績があると思う。学生自身が課題を設定して独自に研究計画を立てるということであるが、海外の協力校で一定期間勉強や研究をする、国際機関にアクセスできる、あるいはいろいろな企業の中で仕事をしながら経験を積むといったことも可能なのか。
	〇　ＥＮＧＩＮＥプログラムもあり、海外留学は大学院でも必須となる。国際学位プログラムなので、当然海外にもアクセスでき、インターンシップや協力校もある。すでに学部学生が行っているので、それをさらに高度化して、テーマに合わせて行く形になると思う。
	〇　実践演習科目の中で、インターンシップやボランティアを海外で行うという計画もある。課題探究科目や研究指導・修士論文の作成でも、大学院生は研究留学が中心になると思う。
	中谷理事から、平成３０年度に係る業務の実績に関する評価結果について、資料に基づき報告があった。
	関理事から、令和元年度科学研究費助成事業の配分について、資料に基づき報告があった。
	関理事から、令和２年度科学研究費助成事業の応募状況について、資料に基づき報告があった。
	小澤副学長から、令和３年度千葉大学入学者選抜方法の変更について、資料に基づき報告があった。
	山本副学長から、附属病院の経営状況について、資料に基づき報告があった。

